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〔対象期間 ： 2022 年 5 月 1 日～ 2023 年 4 月 30 日〕

発行日　2023 年 7 月 15 日
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組織の概要

環境経営方針

事業所名

所在地

事業内容

売上高 /従業員数

建物 /敷地

対象範囲

管理責任者 /事務局

精密機械部品の加工及び組立

サンフウ精密株式会社

2020 年 11 月 3 日　サンフウ精密株式会社

代表取締役社長　奥山 崇

代表取締役社長　奥山 崇

〒990-0850　山形県山形市くぬぎざわ西 1番５

電話：(023)665-5651　　FAX:(023)665-5881

752( 百万円）/ 56( 名）

全組織、全活動を対象とする

22,300 / 8,600（ｍ　）

技術顧問 青木 隆一 /マシニング　島田 新一

　私たちはお客様に喜んでいただくための最高の機械部品の製造

技術を提供し、挑戦する気持ちと構想力で、超一流の技術を追い

かけ、仕事を通じて自己実現を図り、自分自身の成長と会社の発

展を一致させると共に、地球温暖化問題への取り組みや、地域環

境活動に自主的、積極的に取り組みます。

１．環境法規制や地域の約束ごとを遵守します。

２．環境マネジメントシステムを継続的に改善します。また、マネ

　　ジメントシステムを有効に活用することによって、SDGｓの目

　　標の達成に貢献する環境数値目標を設定し、経営に活用します。

３．事業活動の環境負荷及び当社製品・サービスの顧客の環境負荷

　　低減を推進します。

〇　電気や化石燃料などのエネルギーの使用量を低減し、二酸

　　化炭素の排出量を削減します。

〇　水の使用量を低減します。

〇　産業廃棄物の排出量を低減し、分別を徹底し、再資源化を

　　推進します。

〇　環境に配慮したグリーン調達を行うと共に、環境に配慮し

　　た設備を導入し、省エネ・低騒音加工を推進します。

〇　加工・組立方法について、継続的な改善を日々行い、加工

　　工程の短縮化や、工程毎に工数を少なくするなど、環境負

　　荷の少ない工法を推進します。

〇　配送ルートの効率化や梱包方法の省資源化を推進します。

基
本
理
念

基
本
方
針



実施体系図

≪外光採用による電力削減≫≪工場内は全て LED 照明使用≫

責任者 役割

常務

環境管理責任者

社長 (代表者）

管理部 製造部

生産

管理

品質

管理
研磨

事務局

ＭＣ
仕上旋盤 技術営業

人事・総

務・企画
ガイド
組立

統括

技術部

技術セ

ンター
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○経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

〇環境方針を策定する。

〇環境活動の実行に必要な資源（人・物・資金）を用意する。

〇環境活動の全体的な取り組みを評価し、見直し、必要な指

　示を行う。

〇実施体制の構築を行う。

〇環境経営システムを構築し運用し維持し改善する。

〇環境経営システムを構築・運用状況を社長に報告する。

〇環境経営活動レポートを取りまとめる。

〇環境管理委員会を開催する。

〇毎月 1回開催し実施状況の確認と必要な処置を検討する。

〇安全パトロールで是正処置・予防処置の指示と確認を行う。

〇全体の見直しのために消費したエネルギーデータを集計す

　る。

〇自部門の環境教育を推進する。

〇自部門の環境活動の具体的な取り組み内容を実践し推進す

　る。

社長 (代表者）

環境管理責任者

環境管理委員会

(安全衛生委員会 )

環境管理委員

各グループの環境管理委員（＝安全衛生委員）

小森
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環境経営目標と実績

項目
年度

（2022 年度実績の赤部分は目標オーバーを示す）

太陽光発電の状況

１．基準年度は 2014 年度から工場移転後の 2018 年度に変更しました。

１．太陽光発電パネルを 2020 年 6 月

　　から工場屋根東側に、2023 年 5 月

　　から西側（自家消費用）に追加設

　　置しています。

２．2020 年度は約 71,310（kWh）、

　　2021 年度は約 77,115（kWh）、

　　2022 年度は同様 76,544(kWh) で、

　　弊社の総電力使用量に対し、3年

　　間の平均で約 10.6% となっていま

　　す。

３．新たに自家消費に設置した太陽光

　　パネルにより、年間約 75,000(kWh)

　　を見込んでおり、東北電力からの受

　　電が約 10% 程度削減され、二酸化

　　炭素排出量が減少すると考えてい

　　ます。

　　

５．二酸化炭素の排出係数は、2021 年度の東北電力の調整後排出係数

　　（0.496kg-CO2/kWh) を使用しました。

３．2022 年度の目標値は、2021 年度の１％削減を目指しました。

４．目標未達成の場合、次目標値は前年度の目標値と同じとします。

２．中期計画は、基準年度より毎年１％ずつ減らす指標としました。

2020 年2020 年 2022 年 23 年
目標

2021 年2021 年 2022 年
①目標 ②実績 （②-①)/①

使用量 売上額に対する比率

新たに設置された
西側の太陽光パネル

電力

ガソリン

化学物質

上水

廃液

廃プラスチック

鋼材のリサイクル

一般廃棄物

工程不良率

軽油

紙のリサイクル

CO  排出2

577,928

4,707

1,504

5,430

529

9.9

5.1

130.3

590

0.128

0.107

797,845

5,614

1,806

6,998

656

13.77

4.9

228.2

810

0.163

315,900

748,097

3,931

1,603

6,758

690

16.2

4.9

210.3

1050

0.04

0.695384,312

 2.587

0.147

0.045

0.587

0.046

0.080

0.033

0.453

1.299

0.107

0.491

2.271

0.121

0.037

0.453

0.031

0.065

0.019

1.043

1.040

0.076

0.06

0.496382,298

0.508

0.070

0.934

0.511 +4.1 -5.0

+37.4

-24.5

-5.8

+12.1

+1.0

+8.3

+3.5

-10.4

+34.2

-1.0

-33.3

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

-5.0

0.05

2.294

0.122

0.037

0.458

0.031

0.066

0.019

1.053

1.051

0.07758 59 57

0.163

3.121

0.091

0.035

0.031

0.019

1.396

0.076

0.04

5 月

2020 及び 21 年度の平均
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環境経営計画及び取組内容

項目

1

2

3

4

5

6

二酸化炭素

の削減

自家消費電力

の拡大

エコカーの導

入検討

ヒューマンエ

ラー対策

資源の節約

環境清掃・除草節水 (手洗い）

節水 (トイレ） 裏面白紙再利用

節水

地域活動

廃棄物の削減

工程不良率

(電力料金 /売上額 )比の削減

・エアコンの適切な温度、オンデマンド制御

・省エネ設備導入及び不使用時の電源 OFF

・定期的メンテナンス（フィルター交換等）

・太陽光発電の自家消費化

(自動車燃料料金 /売上 )比の削減

・定期的点検整備（オイル、タイヤ等）

・エコドライブ及びアイドリングストップ

(化学物質料金 /売上額 )比削減及びリサイクル

・装置メンテナンスと切削液リユース

・リサイクル品の圧縮及び分別を徹底

・不適合品の低減で材料の有効活用

・コピー用紙の裏面活用

(上水料金 /売上額 )比削減

・５S( 清潔）での手洗い励行と節水継続

・トイレの流し水の貯水量制限

(廃棄物処理料金及び量 /売上額 )比削減

・廃棄物の分別・識別と容積圧縮

・梱包資材の再利用

・社内計画に盛り込んだ５S・清掃活動

取組内容 次年度計画

(不適合による損金 /売上額 )比削減

・品質会議による不適合発生時の前後環境

　の深堀と手順書等の改訂 /整備



-6-

取組内容とその評価

環境関連法規の遵守と違反・訴訟の有無

代表者による全体の評価と見直し・指示

■環境関連法規の違反は無く、過去 3年間、近隣からの苦情や、環境省関連機

　関や消防署などからの違反や勧告、訴訟などはありません。。

●CO2 排出量 /売上比 (kg-CO2/ 円）のグラフ (右図）で考えると、2014 年度

　以降全体として減少傾向となっており、節電・節約活動の効果と考えている。

　23 年度より太陽光パネルの自家発電の寄与

　が見込まれ、引き続き省エネを継続する。

●５S活動を基本に、設備のメンテナ

　ンス（フィルターの定期的交換・清

　掃）、コロナ対策等の環境整備を今後

　も継続して実施していきたい。
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項目

1

2

3

4

5

6

二酸化炭素

の削減

太陽光発電を自家消

費用に新規設置した

が、その状況により

面積の拡大等の検討

を行う。

紙材料費も高騰して

いるため、無駄なコ

ピーの削減と裏面活

用を継続推進。

手洗い時は細出しで

利用する。

ヒューマンエラー対

策の継続及び手順書

等の改訂と整備。

資源の節約

節水

地域活動

廃棄物の削減

工程不良率

・CO2 排出量の約 97% は、主業装置稼

　働によるもので引き続き電力。

・CO2 排出量は目標値より約 1.5% 増と

　目標未達。これは、排出係数 4% 増の

　要因が大と考えられる。また、電力

　単価が 41% 増となったため、電力料

　金 /売上額比は、37.4% 増となった。

・自動車燃料料金 /売上比は、達成。

・化学物質料金 /売上額比（12.1% 増）及

　び、紙のリサイクル量 /売上額比

　（34.2% 増）と目標未達。コピー裏面の

　活用やコピー機のリセット励行の継続

　及びペーパーレス化の検討する。

・上水料金 /売上額 )比は 1.0% 増

　と未達。ウイルス対策として手洗

　い励行が継続していると考える。

・廃液料金 /売上額比（8.3% 増）、廃

　プラスチック /売上額比（3.5% 増）

　と未達。分別・圧縮化を継続する。

・地域清掃活動として除草等を実施。

取組内容とその評価 次年度計画

・不適合による損金 /売上額比 0.04%

 と達成。ヒューマンエラー対策が効

　果していると推測し、継続する。
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